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運動会を通した鷹小っ子の成長 

校 長 豊 田  央  

 学校の周りでは運動会練習と時を同じくして田植えが行われていました。実りの秋に

は、黄金色に輝く稲穂が広がる景色を見るのが今から楽しみです。また、16 日(土)には、

ＰＴＡ環境部の皆様が中心となって、グランド、教

材園の整備を行ってくださいました。保護者の皆様

が熱心に作業をしている姿を見て、今年の北海道小

学校長会の総会に来賓として挨拶していた全道の

PTA 会長さんの言葉、「小さなことでも良いので教

育活動が良くなるために何かをしたい。」を思い出

しました。参加してくださった皆様、本当にありが

とうございました。 

 さて、昨日の悪天候により１日延期となりました

が、本日、快晴に恵まれ、運動会を実施することができました。まずは、ご来校いただき、

子どもたちに温かい声援と拍手を送ってくださいました皆様に心よりお礼申し上げま

す。 

 さて、「運動会の目的は？」と問われると多くの方が「健康・体力の向上」を思い浮か

べると思いますが、本校では次の４つをねらいとしています。 

 
①日常の体育学習の成果を発表し、保護者・地域に本校の教育活動を理解してもらう。 

②勝敗のみにこだわることなく、公正かつ安全に競技に参加し、協力しながら自分の責任を 

果たす態度を育てる。 

③児童の健全な発達、体力および運動技能の向上を図る。 

④集団行動を通して、児童相互の信頼関係を深め、思いやりの心を育てる。 

 

 運動会特別日課に入り練習の様子を見ていると、上記のねらいをふまえた担任・担当の

先生からの指導や言葉がけがたくさん見られました。また、競技以外にも４年生以上が係

の仕事を担当し、頑張りました。プログラム記載の運動会テーマや表紙のイラストもその

１つです。運動会当日においても、競技が円滑に行われるように役割を果たす姿が見ら

れ、高学年としての頼もしさを感じました。 

 このように運動会の練習期間を含め、練習や準備に取り組む中から、鷹小っ子の心の育

ちを含め、たくさんの成長が見られました。 

 赤と白の勝敗は、互いに譲らない大接戦の末、わずか２点差で赤組の勝利となりまし

た。惜しくも敗れた白組の子どもたちも、悔しい気持ちと同時に力を出し切ったことによ

る満足した表情がたくさん見られました。 

 終わりになりますが、学校・家庭・地域の三者で鷹栖町の宝物である子どもたちを育む

ことへの改めてのお願いになります。開会式の挨拶で「地域・保護者の皆様から子どもた

ちの頑張りを讃える言葉が、成長のための大きな力となります。」とお話ししました。今

後も三者の連携により鷹小っ子を健やかに育てるためのご支援、ご協力をよろしくお願

いいたします。 




